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祝 40周年 　Hansch− F卯ta法

　本学会元会長 。名誉会員の 藤田稔夫先生が，ア メ リ カ ・カ リフ ォ ル ニ ア 州 Pomona　Col］cge の Corwin　Hansch

教授 とと もに ア メ リカ化学会誌，．L4CS、86、16161626 （1964）に
“

ρ σ π Analysis．　A　Method　for　the　Correlation　of

Biologica［Activity　and 　Chemical　Structurc
”

と い う論文を発表され，2004 年で 40 年を迎え ま した．こ れを Han −

sch −Fujita法 の 誕生 40 年と し，　 l　l月 3〔〕IIつ くば 国際会議場で 開催さ れ た第 32回構造活性相関シ ン ポ ジ ウ ム

（凵本薬学会構造活性相関部会 刊崔，本学会共催）に お い て ，そ の祝賀式典が行われま した．式典で は，構造活

性相関部会代表で ある藤原英明大阪大学教授か ら， 先生 の 業績が簡単に紹介され ， 続い て賞状と記念 1
［

r、

11
が贈呈

され ました．藤田先生か ら は仕 事に 対 し衰え る こ との な い 情熱の こ も っ た感謝の ス ピーチ がござ い ました．構

造活性相関部会は，藤田先生 が約 30 年前に 、賓ち ヒげ られた構造 活性相関懇話会が始 ま りで すが，2002 年 4 月

に 日本薬学会の 部会として 新た に 発足 した もの で す．

　構造活性相関を定吊的 ・論理的な 立場か ら取 り扱お うとす る研究方法に お い て，Hansch −F“iita法は
CL

さきが

け
”

の 位置を しめ ま すが，そ の の ち，種 々 の 新 しい 手法 が創案 ・展開され，現在で は
“
定 量的構造活性相関

（Quantitative　structure−Activity　Relationship．　QSAR）と Modeling
”

とい う
一
つ の 学際領域が形成され て きた とい う状

況 で す ．Hansch　F眺iita法は，有機物理 化学的に 明確で ，今で も構造最適化や i＞　r・レベ ル で の 作用機構の 解明に

用 い られ ます．本来は，1963年に JACS 誌 Lに発表され た Hansch教授 と共著 の
」‘
The　Correlation　of　Biologica［

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，
Activity　oi

’
　Plant　Growth 　Regulators　and 　Chloromycetin　Dcrivativcs　with 　Hammctt 　Constants　and 　Partition　Coef崙cients

が Hansch −Fujita法に関す る論文 として は 先 に な ります．　 QSAR の 最初の 解析は除苧：剤の フ ェ ノ キ シ 酢酸系列 に

関す るもの （医薬で な く農薬） で あ っ た の で す．

　k．記 の 1　964　’
i　1三の ρ

一σ 一π Ana 】ysisの 論文は lnstitute　of　Scicntific　Informationに よ っ て 1982年の Citation　Classic

（引川数 535以上） に ，
そ して 同年 に 発表 の 論 文

“
．IA　CS、86、5175−5180 （1964）：T．　Fujita，　J．　Iwasa．　and 　C ．　Hansch ； A

New 　Substituent　Constant，π Dcrivcd　from　Partition　Coerncients
”

も 1986 年に Citation　Classic（引丿ll数 780以 ヒ） に

取 りヒげ られ て い ます，20〔〕3 年の ア メ リカ化学会の 統計に よ れ ば
， JACS に 発表さ れ た論文の 中で ，引用川数に

関 す る トッ プ 125 の うち，π Constantの 論文が 39 位に ．ρ
一σ一π　Analysis．の論文が 44 位に ラ ン ク され て い て，日本

人の 論文と し て は，最も高い ラ ン ク付け で した．藤田先生 の 御業績に 対し，
こ れ まで に 日本農薬学会か ら 1979

年に 業績賞， 2000年に 功労賞が，「1本農芸化学会か ら 1967 年に奨励賞，1989 年に功績賞が ，1994 年に は ア メ

リカ化学会の Agrochemicul　Divisionか ら研究国際賞が授 与されて い ます．2004　“一　9 月に は トル コ の イ ス タ ン

ブ ー
ル で 開催され た Thc　l　5’h

　European　symposium　on　Quantitative　Structure−Activity　Relationships＆ Molccular　Mod −

eling （QSARの ．ヒ要国際シ ン ポジ ウ ム の
一
つ ） に お い て も，　 Hansch先生と藤田先tl三の 業績を記念す るセ レ モ

ニ ーが行われま し た，
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